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1. 各自でアカウント登録 

 

 

 

 

 

  

個人のメールアドレスおよびパスワード登録をお願いします。 

※ １年間の研修中は、労働時間の管理や研修日誌として利用させてい

ただきます。個人情報については厳重に管理いたします。 

農技センターの〒を入力してください 

各自で設定してください 

指示に従って登録を完了し、 

ログインしてください。 
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2. 初期設定 

（１） 作付品目の登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②作物を追加 

①農業日誌 

③作物名を入力する 

④登録する作物を選択する 
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← 作付エリアを選択し「確定」 

←  作付エリアを指定すると 

自動で計算される 

⑤必要事項を登録後 

「登録する」 
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（２） 農薬の登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①その他 

②持っている農薬 
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③+ 

④農薬名を入力する 

⑤登録する 



AGRIHUB 使用方法 
 

 8 / 23 

 

（３） 肥料の登録 

「その他」 ⇒ 「持っている肥料」 ⇒ 「+」 

（４） 機械の登録 

「その他」 ⇒ 「持っている機械」 ⇒ 「+」 

（５） 作業メンバーの登録 

「その他」 ⇒ 「作業メンバー」  ⇒ 「+」 
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3. 作業登録 

（１） 作業実績の登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①農業日誌 

②作業を登録する 

作付を選択する 

③ 

④記録 

⑤記録する作業を選択 

する 

 

※ 肥料散布は「肥料」 

防除作業は「農薬」 

から登録する！！ 
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⑥作業内容を登録する 

 ※ 後で集計・検索するときのことを考えて登録する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「作業の内容」は、①上段デフォルトから選択する 

デフォルトの情報のみでは不十分な場合は、メモ欄に記録する 

（例：作業の内容「管理」、メモ「誘引」） 

②上段デフォルトに当てはまらない作業は下段デフォルトから選択する 

（よく使う作業項目は、自動的に下段デフォルトに追加される） 

③下段デフォルトにもない作業は手入力する 

※ 同じ作業内容は、同じ作業名で登録する 

×「散水」「潅水」「水やり」⇒ 〇「散水」で統一 

※ 異なる作業は別々に登録する 

〇「散水 0.5h」「誘引 1h」 

×「散水・誘引 1.5h」 
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作業時間は大雑把でもよい 

正確さにこだわるよりも、継続して記録をつけることの方が重要 

気付きがあればメモしておく 

・病害虫の発生状況 

・植物体の様子 

・作業（失敗、次作の改善案） 

・ヒヤリハット  等 

 
写真を登録しておくと、振り返り時に役立つ 

・作業メンバーの登録は任意 

・常に一人で作業している場合等は、省略してもよい 

ただし、複数人で作業した場合は必ず作業メンバーを登録する 

（登録しないと、作業者数（労働時間）がわからない） 

・作業メンバーを登録する場合、自家労働力（自分、家族）も登録する 

（登録しないと、作業者数（労働時間）が過小となる） 

・作業者数のみ登録したい場合（単発アルバイトを雇った場合等、作業者

名が不要な場合）は、作業メンバーを個人名ではなく「バイト１」、「学

生１」等と登録してもよい 

・（例）学生３人に手伝ってもらった場合 

⇒ 「学生１」、「学生２」、「学生３」、「自分」を登録する 

メモは１日１回は必ず記入すること 

・各作業に対する評価・反省等 

・研修・講義を受講した感想等 
※ 研修日誌として関係職員に供覧し、給付金受給者は研

修状況報告書の添付資料として市町に進達する。 

→ 別添記載例参照 
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（２） 農薬散布の作業登録をする場合 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①農薬 

②病気・害虫を検索 

③農薬を選択する 

混用する場合は 

複数選択も可能 

④散布する 

※「農薬」以外から防除作業の

実績を登録すると、生産履歴

に防除履歴が反映されない。 

必ず「農薬」から防除作業を 

登録する 
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「残り散布回数」「収穫前日数」を確認できる。 

「残り散布回数」が 0 回の場合は、 

「ＮＧ」と警告される。 

IRAC コードを確認できる。 

直近で同じ IRAC コードの農薬を散布している場合は、 

「✋ 」で警告される。 
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⑤必要事項を登録後 

「記録を散布する」 

（ 農薬情報を確認したい場合はここを押下 ） 

農薬散布量と倍率を指定すれば 

使用農薬量は自動で計算される 
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（３） 複数品目で同時に作業を登録する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①農業日誌 

②三 

④日誌を記録する 

③登録する作付を選択する 
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（４） 作業計画の登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④予定 

⑤予定を記録する 

作業を選択する 

①農業日誌 

②作業を登録する 

作付を選択する 

③ 
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⑥必要事項を入力後 

「予定を記録する」 

定期的に繰り返す作業（収穫等）は 

ここを押下すると、 

繰り返し登録ができる。 
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登録した予定は 

カレンダーで確認ができる。 
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（５） 栽培終了の登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①農業日誌 

②… 

③栽培を終了する 
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4. 登録したデータの活用 

（１） 生産履歴帳票の取得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①農業日誌 

②… 

③生産履歴帳票を 

取得する 
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（２） 経営分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） CSV データの出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①農業日誌 

② 

①その他 

②CSV 出力 
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（４） 各作業メンバーの労働時間管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③三 

②作業メンバー 

④データをみる 

XX XX 

XX XX 

XX XX 



AGRIHUB 使用方法 
 

 23 / 23 

 

5. 使用方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. その他 

栽培実習以外の研修時間も登録する。 

（講義、研修、面談、共同作業、校外実習 等） 

作付名は、任意の名称で設定する。（例：講義・研修等） 

 

 

7. 参考動画（youtube） 

農業アプリ AGRIHUB 

https://www.youtube.com/@agrihub2175 

 

 

【高津佐と学ぶ!!】 

無料で使える農業日誌アプリ AGRIHUB（アグリハブ）に迫る 

10:40～ 農薬管理、作業登録のデモンストレーション 

①その他 


